
第406回 昭和の森自然観察会

初心者向けの野鳥観察３(花と甘酒も）

坂本文雄（佐倉市）

日 時：2026年 3月 28日（土）10時 00分～12時 00分 天気：晴れ

参加者：31名（大人25名 子ども6名）

担当指導員：坂本、奥村  参加指導員5名 管理事務所１名

冬鳥観察会の 3回目となる今回も大勢の参加がありました。バードウオッチングが初めての方を尋ねる

と約半数が挙手してくれました。これから野鳥観察に興味を持ってくれるか否かは初回の印象で決まると

思うと責任重大です。それでも堅苦しくならないように和やかに楽しんでもらうのがモットーです。

3 月も末になると鴨などの冬鳥は北の繁殖地へ旅立つものが多く、苦戦覚悟でスタートしましたが、さっそ

くメジロの囀りが聞こえたので、奥村さんが持参したメジロの古巣を見てもらいました。巣は思ったより小さ

い、巣材は何ですか?どこに作るのですか？などの感想や質問が相次いで一気に盛り上がりました。

メジロ以外にもウグイス、シジュウカラ、ヤマガラも囀っていて春ならではのバードウオッチングです。

開催中の桜祭りの甘酒サービスコーナーにも立ち寄り皆さんが喉を潤している傍らではヒヨドリも桜の蜜を

吸っていました。ヒヨドリがコブシの花弁を食べる場面とキヅタの実を啄む場面も見られたのも収穫でし

た。

下夕池の鴨類は予想通りに繁殖地に移動したものが多いらしく残るのはマガモ、ハシビロガモが少数

のみ、留鳥のカルガモも極少数。オオバンは相変わらず多いので谷さんが資料を使っての解説してくれ

ました。菖蒲田の途中で早目の鳥合わせをして解散。そのままカタクリのガイドにバトンタッチしましたから

皆さんは見られた鳥が少なくても桜に甘酒、更にカタクリも楽しめたのではないでしょうか。

大人の感想は楽しかった、また来たいなど普通でしたが、男の子二人が山を歩いて疲れたと言っていま

した。昆虫採集などと違い遠くから見るだけでは物足らず正直な感想と思います。

メジロの巣に興味津々 満開の桜に全員集合 オオバンの弁足について解説

メジロの巣 参考写真 桜にヒヨドリ 参考写真 オオバン 参考写真

当日確認した野鳥（下見を含む）キジ、マガモ、カルガモ、ハシビロガモ、キジバト、アオサギ、ダイサギ

オオバン、カワセミ、コゲラ、カケス、ハシボソガラス、ハシブトガラス、ヤマガラ、シジュウカラ、ヒヨドリ、

ウグイス、エナガ、メジロ、ムクドリ、ツグミ、ハクセキレイ、アオジ、（外来種）コジュケイ、ガビチョウ合計25種


